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○ 法人の概況

1 名 称  公益財団法人岩手県漁業担い手育成基金

2 設立年月日 平成 3年 10月 1日

(公益財団法人移行登記 日 :平成 24年 4月 1日 )

3 所在地  盛岡市内丸 16番 1号 (岩手県水産会館 5階 )

4  目  的

この法人は、漁業生産を担 う漁業者の確保及び育成を図るため、漁業を志向する青

年等の就業の促進及び青少年等の漁業に対する理解の向上や青年等漁業者の漁業経営

及び漁家生活等の改善向上を図るための自主的活動等に対して支援を行ない、もつて

本県漁業・漁村の健全な発展に寄与することを目的とする。

5 事 業

(1)漁業担い手の確保に関する支援事業

(2)新規漁業就業者等の育成に関する支援事業

(3)青年等漁業者の経営等の改善向上に関する組織活動支援事業

(4)地区における漁業担い手対策を総合的に推進するための協議会活動支援事業

(5)そ の他この法人の目的を達成するために必要な事業

6 所管官庁 岩手県

7 代表者  代表理事 大井誠治 (岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長 )

8 基本財産額 510, 000千 円

出損状況

区  分 団体数
出捐総額 (千

円)

上ヒ署卒
(%)

摘 要

県 1 250, 000 49

市 町 村 12 75, 000 15 沿岸市町村

漁 業 団 体 36 175, 000 34 漁協、連合会等

そ の 他 1 1 0, 000 2 海づ くり大会寄付金

計 50 510, 000 100



事 業 報 告

(平成 30年 4月 1日 ～平成 31年 3月 31日 )

1 当法人の現況に関する事項

(1)事業の経過及び成果

東 日本人震災から8年が経過 し、本県漁業の復 1日 状況は、漁業生産の基盤 となる漁

船や養殖施設は復 旧し、漁港施設等について 1)ほぼ復 1日 していますcま た、生産面で

は、海藻類の養殖に加え、貝類養殖について t)出荷は震災前に戻 りつつあ りますが、

海水温の _L昇、貝毒プランク トンの発生等新たな問題が出てきています。

また、漁家の生活については、用地造成が完 fし 、復興住宅の建設、住宅の高台移

転等進んできています .

生産体制については、「がんばる養殖Jが終了 し、グループ生産か ら個人生産への移

行が進んでいますが、特に高齢者の養殖からの離脱による生産量の減少が′心配 される

ところですc個人経営体数については、平成 25年度 (第 13次 )漁業センサスによる

と前回の 5,204に 比べ 3,278と 63%と 大幅に減少 してお り、担い手の確保が急務 とな

っていますc

このため、平成 30年度の事業運営におきま しては、ほぼ震災前に戻 り、担い手の確

保、育成、若青年漁業者の活動支援を中′きに助成事業を展開 して参 りま したが、一部

で中止 した事業等 もあ り、計画を下回つた実績 とな りました。

国の漁業人材育成総合支援事業につきましては、本年度か ら事業実施機関として、

全国漁業就業者支援フェアヘの県内出展者のll■ りまとめ、長期研修支援事業を通 じた

研修指導者への指導謝金の支払い等の事務を実施 しました。

また、Ft業就業者フェア等への参加をi三 じて平成 31年度から開始 され る 「いわて

水産アカデ ミー」研修希望者の募集を県と共に行 うとともに、就業相談において本

県漁業の理解促進のため、動画や写真資料を使い説明を行いましたc

単位 :円

事 業 別 予算額(円 ) 決算額(円 ) 達成率(%)

基金助成事業 3,971,478 3,757,416 94_6

新規漁業就業者確保事業 6,245,000 6,116,040 97.9

計 10,216,478 9,873,456 96_6

(2)財産及び損益の状況

単位 :

区  分 平成 27年度 平成 28年度 平成 29年度 平成 30年度

経常収益

経常費用

当期経常増減額

当期一般正味財産増減

額

11,444,210

9,651,711

1,792,499

1,842,499

9,643,823

9,872,138

△ 228,315

△ 456,795

9,710,132

8,986,628

723,504

723,504

15,293,058

14,582,304

710,754

710.754
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当期指定正味財産増減

額

70.582.176 △ 24,090,410 4,900,490 12,635,070

正味財産期末残高 641,139,602 616,592,397 635,562,215

注 :指定正味財産増減額は基本財産 (投資有価証券)の評価益によるもの。

(3) 事業の実施状況

ア 青少年、漁業志向青年等の漁業就業促進・維持確保に関する活動支援

(ア) 漁業担い手確保対策事業

①  小中学生漁業体験 。学習事業

地域の小中学生を対象とした漁業体験 。学習に対し助成 した。

12件 (参加小中学生 394名 )助 成額 570,125円

②  水産高校等連携育成事業

水産高校等と連携 して実践的な技術向上を目的とした現場実習等に対して助

成 した。

3件 (参カロ人数 115名 )   助成額 557,000円

③ 漁業志向青年等体験学習事業

漁業就業を志向する青年等を対象とした漁業体験学習の開催を支援した。

1件 (参加人数 11名 ) IIllF茂 :額  163,044円

イ 新規漁業就業者の育成に関する活動支援

(ア )漁業担い手育成対策事業

①  新規漁業就業者技術研修事業

新規漁業就業者が自立経営を目指し地元先達漁家において行 う起業に必要な

基礎的知識・技術の習得の研修を支援 した。

1件 (研修受講者 1名 ) 助成額  296,000円

ウ 青年等漁業者組織活動支援事業

(ア)研 究グループ等活動事業

①  研究実践活動

研究グループ等の研究実践活動動経費に対 し助成 した。

4件 (参加人数 33名 ) 助成額  596,500円

②  研修活動

研究グループ等の研修活動経費に対し助成した。

3件 (参加人数 18名 ) 助成額  425,600円

(イ )青年等交流活動事業

①  情報交換会の開催等

全国漁村青壮年 。女性活動実績発表大会への参力日、未婚漁業者等交流会の

開催に対し助成 した。

6件 (参加人数 50名 )   助成額 822,553円

②  地区活動実績発表大会

」F漁青連支部が開催する地区活動実績発表大会の開催に対 し助成 した。

622,216,391
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1件 (参加人数 52名 )   助成額  70,000円

(ウ )地域 リーダー研修事業

漁業士会、県漁協女性部連絡協議会が主催する研修会、交流会の開催に対

し助成 した。

3件 (参加人数 44名 )   助成額 256,594円

工 新規漁業就業者確保事業

国庫補助事業の漁業人材育成総合支援事業 (長期研修支援事業)の実施機関と

して本県漁業担い手の維持確保に努めた。 事業費 6,116,040円

事業区分

1 漁業就業促進情報提供事業
参加機関数 参加者数人) 事業費 (円 )

4 6 189,035

2 長期研修支援事業
受人機関数 研修生 (人 ) 事業費 (円 )

4 6 5,601,249

事務費等 325,756

ハ 、
計 6,116,040

オ 漁業就業相談・情報提供

漁業就業支援フェア 「いわてアカデ ミー」の構成員 として参加 し漁業就業相談

を行 うとともに、当基金への問い合わせや訪問者に対 し随時相談に応 じたG

O平 成 30年 7月 7日 (十)全国漁業就業支援フェア 2018(東京都 )

出展団体 80団体、来場者 421名

うち、県内出展団体 7団体、相談来場者 延 72名

(0 重要な契約の状況

契約年月日 相手方 契約金額

(円 )

契約期間 契約の概要

H30.4.10
全国漁業就業者確保育成

センター
6,116,040

I1304.1

H31_3 31

漁業人材育成総合支

援事業

(5)役職員の状況

前年度末

現  在

本年度 本年度末

現  在
備  考

増 減

役 員 代表理事

理  事

監  事

1

6

2

0

0

0

0

0

0

1

6

2

計 9 1 1 9

職 員 事務局長

非常勤職員

1

1

0

1

0

1

1

1

計
９
４ 1 1

９

“
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合 計 11 2 2

(6)役員会等の開催状況

ア 評議員会の開催状況

① 平成 30年度第 1回評議員会 (定時評議員会)

日    日寺:平成 30年 6り1 15 日 (金 )  13:30～ 14:40

場  所 :盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 29年度事業報告、貸借対照表、 lF味財産増減計

算書及び財産目録の承認について

第 2号議案 平成 30年度予算の補正について

第 3号議案 特定費用準備資金の計画変更について

以上原案のとお り承認

② 平成 30年度第 2回評議員会

目    時 :「平F文 31各13リロ 15 日 (金 )  13:30～ 14:20

場  所 :岩 手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 31年度事業計画及び収支予算について

第 2号議案 平成 30年度事業計画の変更及び補正予算 (二 次補

正)について

第 3号議案 評議員 の辞任 に伴 う補充選任 について

以上原案のとお り承認

言1え議員会出席状況

役職名 氏名
第 1回

H30.6.15
第 2回

H31.3.15
齢
酸

評議員 岩脇 洋 ^ 欠 席 出 席 1

評議員 門坂 繁樹 出 席 出 席 2

評議員 佐 藤 信 逸 欠 席 出 席 1

評議員 吹切 守 出 席 欠 席

評議員

評議員

平子 昌彦 出 席

欠 席

出 席
０
ん

崎山恵美子 出  席

評議員 金澤 広利 出 席 出 席
９
“

評議員 五 日市力li香 出 席 欠 席 1

評議員 大 森 正 明 出 席 出 席 ９
“

評議員出席の計 6 7

イ 理事会の開催状況

① 平成 30年度第 1回理学会

目   日寺 i■月え30(F5月 21日  (り1)13:30～ 15:05



場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 29年度事業報告、計算書類及び財産 目録の承認

について

第 2号議案 平成 30年度事業計画の変更について

第 3号議案 特定費用準備資金の計画変更について

第 4号議案 第 1回評議員会召集の件について

以上原案のとお り承認

② 平成 30年度第 2回理事会

日   日寺 平成 31年 2月 27日  (月 )12:55～ 13:50

場  所 盛岡市内丸 16番 1号 岩手県水産会館 5階中会議室

決議事項 第 1号議案 平成 31年度事業計画及び収支予算案について

第 2号議案 平成 30年度事業計画の変更及び補正予算 (二次補

正)について

第 3号議案 業務細則の改正について

第 4号議案 評議員の辞任に伴 う補充選任に係 る候補者の推薦につ

いて

第 5号議案 平成 30年度第 2回評議員会の開催について

以上原案のとお り承認

理事会出席状況

ウ 監事監査会

同   時  平成 30年 5月 14日  (水)10:30-14:00

場  所 岩手県水産会館 5階小会議室

役職為 氏名
第 1回

I130.5.21
第 2回

H31.2.27 出席回数

代表理事 大 井 誠 治 出 席 出 席
０
４

理 事

理 事

理 事

伊藤 克宏 出 席 欠 席 1

藤 [鳥 純 り[ 出 席

欠 席

出 席 ２

¨

１工 藤 大 輔 出 席

理  事 横 山 英 信 欠 席 出 席

理 事

理 事

小野寺  恵

五 日市 周三

出 席 欠 席

出 席

1

1欠 席

監  事 佐 藤  修 欠 席 出 席

監  事 盛 合 久 雄 出 席 出 席 2

理事の出席数 4名 5名



監査事項  ・平成 29年度事業報告について

。平成 29年度決算について

。理事等の業務執行について

出席監事 監事 佐藤 修  監事 盛合久雄

工 助成事業審査会

日    日寺  ユ]′
"t31112月

 8日  (金 )14:00^V16:00

場  所 岩手県水産会館 5階小会議室

審査事項 平成 31年度助成事業要望の審査について

出席委員 委員長 武蔵達也 委員 根田幸三 委員 伊藤満

臨席者  大船渡水産振興センター上席水産業普及指導員

沿岸広域振興局水産部  L席水産業普及指導員

官古水産振興センター 水産業普及指導員

県北広域振興局水産部上席水産業普及指導員

2 役員等に関する事項

(1)組織

(2)評議員名簿

山野 目 健

佐藤 弘康

『可音「″荘二l

遠藤 敬

(平成 31年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名
常勤・非常

勤
他団体等の役職状況

評議員 岩脇 洋一 非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会長

評議員 門 坂 繁 樹 非常勤 」F共水連東北事業本部岩手支店長

評議員 佐 藤 信 逸 非常勤 山田町長

評議員 藤田 敦 非常勤 岩手県漁業士会副会長

評議員 平子  昌彦 非常勤 」F岩手漁青連副会長

評議員 崎山恵美子 非常勤 岩手県漁協女性部連絡協議会冨1会長

評議員 金澤 広利 非常勤 岩手県産業教育振興会事務局長

評議員 五 日市知香 非常勤 パイロットフィッシュ代表取締役

欄エコニクス技術顧問評議員 大 森 正 明 非常勤
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任期 :平成 28年 6月 17日 ～令和 2年 6月 の定時評議員会終結時

(3)役員名簿

(平成 30年 3月 31日 現在)

任期 :理事 平成 29年 7月 ～令和元年 6月 の定時評議員会終結時

監事 平成 27年 7月 ～令和元年 6月 の定時評議員会終結時

(0助成事業審査会委員名簿

(5)退任した役員等

氏  名 退任時の地位 退任 日 退任理由

吹切 守 評議員 平成 31年 1月 21日 辞任

3 業務の適正を確保する体制

(1)理事の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制

評議員会、理事会の議事録や関連資料、稟議書、報告書等の情報について、保存期

限を定める等の必要な保存・管理を実施している。

(2)理事の職務の執行が適正かつ効率的に行われることを確保するための体制

代表理事の職務執行状況に関する理事会への報告、公印の管理、組織の分掌業務、

案件の重要度に応 じた決裁権限等を定め、助成事業審査会を設置 し、当基金全体と

して理事の職務執行の効率性を確保 している。

区分 氏  名
常蜀い非常

勤
他団体等の役職状況

代表理事 大 井 誠 治

伊藤克宏

藤 島 純 悦

工 藤 大 輔

非常勤 岩手県漁業協同組合連合会代表理事会長

岩手県農林水産部水産担当技監理 事

理 事

理 事

理 事

非常勤

非常勤 岩手県漁業共済組合専務理事

非常勤 岩手県議会議員

横 山 英 信 非常勤 岩手大学人文社会科学部教授

理  事 小野寺 恵 非常勤 食品開発プロデュース メグミプランニング代表

理  事 五 日市周三 非常勤 岩手県内水面漁業協同組合連合会専務理事

監 事 佐藤 修 非常勤 岩手県町村会事務局長

監 事 盛合 久雄 非常勤 岩手県信用漁業協同組合連合会 常勤監事

(平成 31年 3月 31日 現在 )

区分 氏  名 所   属

委 員 長 武蔵 達也 岩手県水産技術センター首席普及指導員

副委員長 伊藤 満 岩手県農林水産部水産振興課担い手担当主査

委 員 佐々木安彦 岩手県漁業協同組合連合会指導部長

委  員 根 田 幸 三 (公財)岩手県漁業担い手育成基金事務局長

8



事 業 報 告 の 附 属 明 細 書

平成 30年度助成事業実績 (総括表 )

平成 30年度助成事業実績 (個別表 )

平成 30年度漁業人材育成総合支援事業

平成 30年度主な庶務事項



平成30年度漁業担い手育成基金事業実績総括表

事 業 区 分 実 施 主 体 件数 決算額 (円 )

備  考
(決算―予算(2月

補正))

1漁業担い手確保対策事業 16 1,290,169 △ 36,956

(1)小中学生漁業体験・学習事業 漁業協同組合、水産高校 12 570,125 0

(2)水産高校等連携育成事業 水産高校 3 557,000 0

(3)漁業志向青年等体験学習事業 1 163.044 △ 36,956

2漁業担い手育成対策事業 1 296,000 0

(1)新規漁業就業者交流事業 0 0 0

(2)新規漁業就業者技術研修事業 漁船漁業経営体 1 296,000

(3)O」T研修支援事業 0 0 0

3青年等漁業者組織活動支援事業 17 2,171,247 ∠ゝ 177,106

△ 46,460(1)研究グループ等活動事業 1,022,100

ア 研究実践活動 漁業青年部・研究グループ

漁業士会支部、漁業研究会

4 596,500 △ 46,460

イ 研修活動 3 425,600 0

ウ 資格取得活動 0 0 0

(2)青年等交流活動促進事業 7 892,553 △ 87,240

ア 情報交換等活動“交流活動 漁業士会、漁協女性部連絡協議会
＾
υ 822,553 △ 87,240

イ 地区活動実績発表大会 1 70,000 0

(3)地域リーダー研修事業 (漁業士会活動等) 漁業士会本部、支部 3 256,594 △ 43,406

4地区漁業担い手対策推進協議会活動事業 0 0 0

△
ロ 計 34 3,757,416 △ 214,062

り



平 成 30年 度 助 成 事 業 実 績 書

い
〇

1 漁業担い手確保対策事業
1 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

県立高田高校 中学生一日体験入学 陸前高田市 7月 31日 1日 20名 県立高田高校 50,000

綾里漁業協同組合 水産少年教室の開催 大船渡市 11月 1613E 3日 25名 後里漁業協同組合 61,155 50,000

大船渡市漁業協同組合 末崎中学校わかめ養殖体験 大船渡市 11月 28日 1日 28名 大船渡市漁協末崎支所 84,810 50,000

吉浜漁業協同組合 ホタテ貝の耳吊り作業、養殖筏見学 大船渡市 6月 20日 1日 35名 大船渡水産振興センター 37,970 37,970

釜 石

釜石湾漁業協同組合 平田地区少年水産教室 (さけ) 釜石市平田 12月 4_11日 2日 40名
釜石湾漁協、平田小学
校、釜石市、沿岸広域振
興局水産部

100,000 50,000

新おおつち漁業協同組合 ワカメ養殖学習 (吉里吉里学園中学部
大槌町吉里
吉里

11月 1417
日
2月 23日

3日 28名
新おおつち漁協、吉里吉
里学園中学部、大槌町、
沿岸広域振興局水産部

50,000

新おおつち漁協女性部
さけ増殖学習・加工体験 (吉里吉里学
園小学部 )

大槌町吉里
吉里

11月 .2730

日
2日 14名

新おおつち漁協、吉里吉
里学園小学部、大槌町、
沿岸広域振興局水産部

32,305 32,305

宮古

重茂漁業協同組合 さけふ化場・定置網見学、加工体験 宮古市
11月 26日

12月 610日
3日 16名 重茂漁業協同組合 134,128 50,000

三陸やまだ漁業協同組合 く産体験学習 (マガキ、ホタテガイ、サケ 山田町
3月 1日

2月 21日
2日 19名 三陸やまだ漁業協同組合 50,040 50,000

県立宮古水産高校 中学生一日体験入学 宮古市 7月 27日 1日 135名 県立宮古水産高校 50,157 50,000

久慈

種市南漁業協同組合
宿戸地区少年水産教室
(ウ ニ採捕、塩ウニ加工)

洋野町宿戸 7月 29～ 31E 3日 16名

指導漁業士、宿戸中学
校、県立種市高校、宿戸
漁業研究会、宿戸女性
部、洋野町水産商工課、
県北広域IFt興局水産部

54,000 50,000

久慈市漁業協同組合
久慈地区少年水産教室

(定置網起こし、ウニ乗1き 、櫂漕ぎ、海
浜清掃、鮭いくら加工、新巻作り)

久慈市久喜

7月 21日

11月 1321
日

3日 18名

久慈市漁協、久慈市漁協
久喜生産部・女性部、指導
漁業士、久慈市林業水産
課、久喜小学校・PTA、 県
北広域振興局水産部

計 12件 394名 815,885 570,125

(2)水産高校等連携育成事業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船波 県立高田高校 水産クラブ研究活動 広田湾等 5月 ～1月 20日 15名 県立高田高校 112,183 100,000

久慈

県立久慈東高校
ltu取禾利J用 賃源 t千ン不,の Fll用 に関

する基礎的研究
久慈市 5月 ～1月 270日 13名

地下水族館もぐらんぴあ
県北広域振興島フk産部

143,399 142,000

追加 :種市高校 天然マボヤの増殖試験 洋野町 4月 ～12月 87名
県北FAttllk興局水産郡
種市漁業協同組合

351,400 315,000

計 3件 115名 606,982 557,000



業 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

宮古
冨古市漁業就業者育成協
議会

俸 販 凛 栗 の 実 施

(漁 業・養殖業の主要作業の体験 )
宮古市

1月 1718日
2月 7.815日

延6日 11名
冨百雨囚3漁協 、日百 TFl、

宮古フk産振興センター
163,044 163,044

計 1件 11名 163,044 163,044

2漁業担い手育成対策事業

活動の内容 (課題名) 指導者・協力

(2)新規漁業就業者技術研修事業 単位 :円

地区 受入経営体 (漁 業種類) 研修生氏名・年齢 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備考

大船海 千葉幸男 ノヽ田祐―(25) タコ篭漁業の技術研修 岩手県沖合 12月 ～2月 39日 綾里漁協 296,000 296,000

計 1件 296,000 296,000

(3)O」T研修支援事業
単位 :円

地 区 研修生氏名。年齢 研修先 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備考

計 0件 0 0

研修生氏名・年齢

2の 1 2960001     296000

3青年等漁業者組織活動支援事業
(1)研究グループ等活動事業
ア 研究実践活動 単位 :円

地 区 実施主体 研究等課題 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者等 事業費 助成額 備考

大船渡 門之浜かき養殖組合 養殖用マガキ種苗の地場採苗試験 門之浜湾 7月 ～翌 1月 245日 11名 大船渡水産振興センター 101,844 101,844

釜石 新おおつち漁協青年部 アサリ採苗試験 大槌湾内 7月 ～翌3月 284日 2名

新おおつち漁協、沿岸広
域振興局水産部、水産技
術センター

114,480 110,00C

久 慈

玉川浜漁業協同組合

アワビ資源有効活用調査
アワビ標識放流調査

アワビ漁獲率、資源量調査

洋野町
玉川浜地区

10～ 2月 61日 8名

岩手県水産技術センター、
県北広域振興局水産部、
玉川浜漁協

34,656 34,65G

研修先 研修の内容 研修 Ill闇 日数 協力機関等 事業費 助成額 備 考

計 ( ( (

2の (3)の 小計 ( (



二子漁業研究会

ノ
′:ノ E種 貝 谷 番 双 流 諷 版

・船上放流と容器放流の比較調査
久慈市
二子地区

6月 15日 ～
翌7月 20日

5日 12名
岩手県水

県北広域
久蒸市漁

産技術センター、
振興局水産部、
臨^久 蒸市林業

641,466

計 4件 33名 892,446 596,50C

単位 :円

地 区 実施主体 研修先 研修の内容 研修場所 研修期間 日数 協力機関等 事業費 助成額 備考

大船渡 岩手漁業士会大船渡支部 台湾
海外への販路拡大に向けた
シーズ調査

台湾
大船渡市

10月 24～ 28
日

5日 大船渡水産振興センター 684,235 250,000 参加者10名

久慈

岩手県漁業士会久慈支部
北海道大学水産科学
院等

藻場造成の先進地視察
北海道函館
市

3月 2627日 2日 県北広域振興局水産部 160,100 109,600 参加者5名

小子内浜漁業研究会 北海道松前郡福島町 アワビ中間育成先進地視察
北海道福島
町

1月 1819日 2日
小子内浜漁協、県北広域
振興局水産部

125,556 参加者3名

計 3件 969,891 425,600 18名

い
。
 (2)青年等交流活動事業

ア 単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

釜石 釜石湾漁協白浜浦女性部
県北部漁協女性部との交流及び内陸
部豊協女性書[ルの本滞

久悪 TFl・ 釜
石市

3月 1617日
R日 19日

3日 14名
釜石湾漁協、釜石市、沿
岸広域llR興 局水庸部

199,753 199,753

宮古

冨古市漁業就業者育成協
議会

未婚漁業者等の婚活交流会の実施 宮古市内 2月 17日 1日 24名
冨百雨囚3漁協 、冨百市、
宮古フk産棉鳳■7レ々一

229,432 200,00c

」F漁青連下閉伊支部
宮古地区内の特産品PRと 消費者との
交流を通じた消費地ニーズ調査

果示部品川

区

県漁連北部
支所

”■

２６

・３

4日 2名
岩手県漁連北部支所
宮吉水産振興センター

106,800 80,00C

田野畑村漁協田野畑浜女

性部
女性部による都市・漁村間交流活動

宮古市、埼
玉県深谷市

1月 26～28

日
,日 1日

4日 3名

田野畑村漁協田野畑浜女
性部、日野畑村漁協、日
野畑村

95,040

全 県

岩手県漁業士会
全国漁村青壮年女性交流大会・全国
漁業士連絡協議会

東京都
2月 27～ 3月

1日
3日 3名 156,960 132,96C

岩手県漁協女性部連絡協
議会

全国漁村青1士 年女性交流大会 東京都 2月 ～3月 1日 4名 137,000 114,80C

計 6イ牛 50名 924,985 822,553

イ 地区活動研究実績発表大会 単位 :円



久慈 JF漁青違九戸支部 九戸地区活動実績発表大会 久慈市 6月 21日 1日 52名

岩手県水産技術センター、
県北広域振興局水産部、
県漁連

75,066 70,00C

計 1件

3(2)の小計 1件 1,000,051 892,553

3)地域リーダー 士 単位 :円

地区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

大船波
岩手県漁業士会大船渡支
吉「

宮城県漁業士会北部支部との交流会
陸前高田市
又は大船渡
市

9月 4日 1日 10名

着手県凛栗i会入船渡叉

部、宮城県漁業士会北部
支部大船渡水産振興セン

ター、宮城県気仙沼地方
振興事務所フk産漁港部、

78,994 78,994

久慈 岩手県漁業士会久慈支部
岩手県漁業士会久慈支部と青森県三

八漁業士会との交流会
青森県
八戸市

2月 2021日 2日 7名

県北広域振興局水産部、

青森県三八漁業士会、青
査県八戸フk産菫落 PIF

77,600 77,600

全 県 岩手県漁業士会 漁業士研修会 盛岡市等 6月 1日 1日 27名 348,716 100,000

計 3イ牛 44名 505,310 256,594

5特別対策事業

単位 :円

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名) 実施場所 実施期間 日数 参加人数 指導者 ,協 力機関等 事業費 助成額 備 考

計 0 0

単位 :円

総合計 341牛 5,249,6091   3,757,416

i     3の合計 ~~~~ 1           17件            |     |    |          l o:367,6981 2,171,2471      __J

地 区 実施主体 活動の内容 (課題名 ) 日数 口人数 1 指導者・協力機関等 事業費 助成額 備考

計 ( (

「 ~~~~~葛の合計     |                         |     |    |          1    01     01      J



(事業報告附属明細書 漁業人材育成総合支援事業実績 )

平成 30年度漁業人材育成総合支援事業実績

1事 業

国の平成 30年度漁業人材育成総合支援事業の事業実施機関として岩手県内において漁

業就業促進情報提供事業として全国就業者支援フェアヘの出展支援を行 うとともに長期

研修支援事業として長期研修指導者への謝金の支払い等を行つた。

2 事業実績

(1)漁業就業促進情報提供事業

一般社団法人全国漁業就業者確保育成センターの主催で平成 30年 7月 7日 (土)に

東京都千代田区秋葉原UDXで 開催された「漁業就業者支援フェア 2018Jへ の出展者の

旅費の支援を行つた。

事  項 出展者 事業費

全国フェア出展者旅費

釜石湾漁協 (4名 )

小本浜漁協 (1名 )

基金事務局 (1名 )

旅費  121,880円

旅費  35,080円

旅費  31,730円

消耗品   345円

合   計 6名 189,035H

(2)長期研修支援事業

平成 30年度に本制度を利用 した研修生は 6人で、新規開始者は、定置網漁業 1名 、

養殖業 2名、漁船漁業 2名 の合計 5名 で、前年度からの継続は、漁船漁業 1名 となっ

ている。

事業区分
一次受入

機関数

二次受入

機関数

研修

生数
事業費

支 払

助 成

金

前年度から継続

新規就業者 (未経験 )

1

1

1

1

1

1 733,200円

本年度新規

新規就業者 (未経験 )

新規就業者 (漁家子弟)

5

3

2

5

3

2

5

3

2

2,942,20011」

1,802,450111

教材費・安全対策費 4 89,170「 11

労災保険料 2 34,229円

合   計 5,601,249円

事務費等 325,756円

合 計 5,927,005円

14



(事業報告附属明細書 庶務事項 )

主 な 庶 務 事 項

年月 日 場  所 事記

30.4.4

4.18

4.25

5.14

5.21

5.24

6.1

6.11

6.13

6.15

7.4

7.7

7.23

7.24

7.25

8.11

8.28

8.31

9.12

9。 14

9.18

10.12

11.2

11.14

11.20

11.21

11.26

11.27

12.15

12.26

盛岡市

釜石市

普代村

盛岡市

盛岡市

麻岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

大船渡市

東京都

盛岡市

陸前高円市

官古 :●

盛岡市

宮城県七ヶ浜町

陸前高田市

花巻市

盛岡市

盛岡市

盛岡市

大船渡市

盛岡市

盛岡市

陸前高田市

盛岡市

大船渡市

滝沢市

釜石市

岩 手県資源管理協議会通常総会及び第 1回定例会

第 1回県水産普及総括主査会議

漁業復興担い手確保支援事業現地指導

監事による監査

第 1回理事会

平成 30年度いわてで働 こう推進協議会第 1回担当者会

議

平成 30年度岩手県漁業上会総会

平成 30年度いわてで働 こう推進協議会

岩 手県資源管理協議会第 2同定例会

第 1回評議員会

平成 30年度第 1回大船渡市漁業就業者確保育成協議会

漁業就業者支援フェア 2018東京

平成 30年度岩手県農林水産業就業支援連絡協議会

陸前高田市漁業就業者育成協議会第 1国会議

宮古地区漁業担い手対策推進協議会

「いわてとワタシゴ ト展J出展

先進地視察 (宮城県水産振興協会 )

陸前高田市漁業就業者育成協議会担当者会議

平成 30年度岩手県青年 。女性漁業者交流大会

平成 30年度いわてで働 こう推進協議会担肖者会議

岩手県資源管理協議会第 3回定例会

いわて水産アカデ ミー運営協議会設立総会

大船渡市漁業就業者確保育成協議会第 2回 ワーキンググ

ループ会議

全国公益法人協会主催 東北地区定例講座

岩 手県資源管理 協議会第 4回定例会

陸前高田市漁業就業者育成協議会

平成 30年度いわて水産アカデ ミー運営協議会第 l EI作

業部会

漁業人材育成総合支援事業打ち合わせ

いわて就職面接会

第 3回県水産普及総括主査会議
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(事業報告附属明細書 庶務事項 )

30.1.161盛岡市     1平 成 30年度いわて水産アカデ ミー運営協議会第 2回作

業部会

1.211盛 岡市     1平 成 30年度いわてで働 こう推進協議会第 3回担当者会

議

1.251麻 岡市     1水 産政策の改革に係 る説明会

1.311大船渡市    1大 船渡市漁業就業者確保育成協議会ワーキンググルー

プ会議

2.41洋野町     |い わて水産アカデミー研修希望者面接

2.61大船渡市     いわて水産アカデ ミー研修希望者面接

2.81盛岡市     1助 成事業審査会

2.91東京都     1岩 手県U・ Iタ ーンフェアⅡ

2.121盛岡市     1平 成 30年度いわて水産アカデミー運営協議会第 3回作

業部会

2.151盛岡市     1平 成 30年度いわてで働こう推進協議会

2.191盛岡市     い わヽて水産アカデミー研修希望者面接

2.211東京都     1平 成 31年度漁業人材育成総合支援事業説明会

2.221盛岡市     |い わて水産アカデミー研修希望者面接

2.261廂岡市      いわて水産アカデ ミー研修希望者面接

2.271盛岡市     1第 2回理事会

3.41盛岡市     い わヽて水産アカデ ミー研修希望者面接

3.81盛岡市     1水 産振興基金事業選定委員会

岩手県資源管理協議会臨時総会及び第 7回定例会

3.151盛岡市     1第 2回評議員会

3.191久慈市     1平 成 30年度久慈地区漁業担い手対策推進協議会

3.201大船渡市    い わヽて水産アカデ ミー研修希望者面接

3.261普代村      いわて水産アカデ ミー研修希望者面接

3.271盛岡市     |い わて水産アカデ ミー運営協議会総会
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